
第
一
編
地 

誌 

第
一
章
地 

勢 

第
一
節
土 

地

一
、
位 

置 

蛤
良
火
山
帯
が 

縦
走
し
て
い
た
始 

良
地
方
、
 

そ
の
陥 

没
で
で
き
た
と
い 

わ

れ

る

鹿

児

島 

湾
、
 

湾
の
最
深
部 

に

福

山

町

が

あ 

る
。
県
北
部
の
霧 

島
火
山
群
か
ら
県 

の
中
央
部
を
通
っ 

て
南
へ
の
び
る
霧 

島
火
山
帯
は
、
 

い 

わ
ゆ
る
シ
ラ
ス
台

地
を
形
成
し
て
い 

る
。

シ
ラ
ス
は
灰 

白
色
砂
質
の
火
山 

灰
土
で
あ
る
。

五 

百U

の
断
崖
が
海 

岸
線
に
沿
っ
て
つ 

ヾ
い
て
い
る
。

い 

わ
ゆ
る
佐
多
街
道 

で
、
 

延
々
五
千
九 

百
.U

も
あ
る
。
小 

廻
と
磯
脇
に
若
干 

の
水
田
を
見
る
の 

み
で
あ
る
。

断
崖
直
下
に
集 

落
が
あ
る
。

火
口

の
壁
を
仰
ぎ
見
る
よ
う
で
あ
り
、
断
崖
上
の
陵
線
は
そ
の
ま
ま
蛤
良• 

志
布
志
両
地
方
の
一
大
分
水
嶺
を
形
成
し
て
い
る
。
国
分
市
湊
、
そ
し 

て
敷
根
を
へ
て
長
い
坂
道
に
か
か
る
。
登
り
つ
め
る
と
鹿
児
島
湾
の
ブ 

ル
ー
が
目
に
は
い
る
。

眼
下
に
若
尊
が
見
え
る
。
右
手
にS

字
状
に
小 

廻
に
下
る
道
が
佐
多
街
道
で
あ
る
。
五
百
国
ク
ラ
ス
の
断
崖
が
そ
の
ま 

ま
海
に
落
ち
込
ん
で
い
る
急
峻
を
、
宮
浦
神
社
横
か
ら
牧
之
原
へ
登
る
。
 

6
H

の
羊
腸
の
坂
で
あ
る
。

旧
国
道
亀
割
峠
は
牧
之
原
十
文
字
と
を
結

亀 割 峠

福 山港（大正年間
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ぶ
街
道
で 

九

十

九
(

つ
ず
ら)

折
の
道
が
約
九«

に
わ
た
っ
て
つ

 ヾ

い
て
い
た
。

そ
の
展
望
は
実
に
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
牧
之
原 

の
以
北
、
 

以
東
、
 

そ
し
て
以
南
は
い
ず
れ
も
広
い
火
山
灰
台
地
で
あ
る
。
 

こ
こ
か
ら
南
に
市
成
街
道
、
 

南
東
に
岩
川
街
道
、
 

さ
ら
に
都
城
街
道 

が
の
び
て
、
福
山
町
台
地
の
幹
線
を
集
約
し
て
い
る
。
大
型
ド
ラ
イ
ブ 

イ
ン
の
集
中
も
県
下
随
一
で
あ
る
。
景
観
の
美
だ
け
で
は
な
い
と
い
う 

こ
と
で
あ
る
。
宿
場
町
で
も
幹
線
の
集
中
し
た
盯
は
往
古
よ
り
繁
栄
し

て
い
る
。

反
面
封
建
の
昔
は
争 

奪
の
地
に
も
な
り
や
す
か
っ
た
。

538.7m

佳例川

第1表福山町の位置

最東 東径 130055’ 柴 建

最西 東径 130° 48’ 若尊鼻

最北 北緯 3r 44’ 池の段北

最南 北緯 3r 36’ 福地、谷

総面積67.80km：鹿児島県庁より45.6km、 

鹿児島湾の東北岸に位置し、始良郡の東 

南端にある。東は財部町、大隅町、南は. 

輝北町、垂水市、北は国分市に接し、西 

は錦江湾に面している。福山港より鹿児 

島は海上7里（28km）である。

第1図東西断面図

二

地

勢

牧
之
原
台
上
は
極
め
て
ゆ
る
や
か
な
起
伏
を
見
せ
て
い
る
。
高
原
を 

南
に
市
成
街
道
を
行
く
と
福
地
に
達
す
る
。
牧
之
原
十
文
字
か
ら
都
城 

街
道
を
行
く
と
、
 

佳
例
川
が
あ
る
。

こ
の
佳
例
川
地
区
に
は
北
に
向
っ 

て
水
田
が
開
け
て
い
る
。
荒
磯
岳 
(

538m
)

が
そ
び
え
、
佳
例
川
は
此 

処
に
源
を
発
し
て
い
る
。
佳
例
川
は
や
が
て
菱
田
川
と
な
り
、
志
布
志 

湾
に
注
い
で
い
る
。
霧
島
の
南
部
か
ら
南
に
走
っ
て
い
る
高
隈
山
脈
は
、
 

曽
於
、
蛤
良
の
郡
界
に
あ
る
瓶
台
山
、
旧

東

国

分

村(

現
国
分
市)

の 

飛
地
で
あ
る
白
鹿
岳
、
 

福
山
町
比
曽
木
野
の
荒
磯
岳
な
ど
を
形
成
し
、
 

一
方
は
急
斜
面
を
以
て
福
山
海
岸
に
迫
り
、
鹿
児
島
湾
に
臨
ん
で
い
る
。
 

反
転
す
れ
ば
緩
傾
斜
の
台
地
は
曽
於
の
大
平
野
を
つ
く
り
、
鹿
児
島
湾 

斜
面
と
志
布
志
湾
斜
面
と
大
淀
川
斜
面
と
の
分
水
嶺
を
な
し
て
い
る
。
 

そ
の
た
め
比
曽
木
野
に
源
を
発
し
、
 

西
に
流
れ
る
川
は
検
校
川
と
合
流 

し
、
鹿
児
島
湾
に
注
ぐ
。

ま
た
東
に
向
っ
て
流
れ
る
前
川
は
大
淀
川
に 

つ
ら
な
り
、
南
東
に
流
れ
る
佳
例
川
は
菱
田
川
と
な
っ
て
志
布
志
湾
に 

注
ぐ
。

こ
の
分
水
界
が
い
ち
ぢ
る
し
く
西
に
偏
在
す
る
た
め
、
海
岸
線 

は
き
わ
め
て
平
野
が
す
く
な
く
、
小
廻
と
磯
脇
の
一
部
に
水
田
が
点
在 

す
る
。
湊
川
、
 

熊

谷
(

九
万
体)

川
、
磯
脇
川
な
ど
小
河
川
が
峡
谷
を 

な
し
、
鹿
児
島
湾
に
注
い
で
い
る
。

こ
の
山
脈
は
南
に
の
び
て
高
隈
山 

で
最
高
地
と
な
る
。
牧
之
原
か
ら
東
側
は
ゆ
る
や
か
な
高
原
で
、
 

殆
ん 

ど
侵
蝕
さ
れ
ず
、
代
表
的
な
火
山
灰
台
地
で
あ
る
。

三
、
 

地

質
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牧
之
原
台
地
は
火
山
灰
、
 

火
山
砂
、
 

火
山
礫
か
ら
な
り
、
 

厚
い
層
を 

な
し
、
 

そ
の
底
部
に
堆
積
岩
が
あ
る
。
し
か
も
こ
の
火
山
灰
土
は
透
水 

性
が
あ
り
、
地
下
水
を
う
る
た
め
に
台
地
で
の
掘
さ
く
は
10
〜
50
”
に 

お
よ
ぶ
。
高
隈
系
の
笠
之
原
台
上
も
同
様
で
あ
る
。

火
山
灰
土
は
侵
蝕 

さ
れ
や
す
い
の
で
、
豪
雨
の
被
害
も
甚
大
で
あ
る
。
保
水
力
に
乏
し
く 

ボ
ラ
層
な
ど
に
よ
る
土
地
改
良
が
つ.
、
け
ら
れ
、
堀
と
い
う
名
の
開
作 

地
が
で
き
て
い
る
。

防
風
林
と
と
も
に
台
地
の
一
風
景
で
あ
る
。
し
か 

し
悪
条
件
を
克
服
す
る
作
物
、
 

サ
ツ
マ
イ
モ
、
 

ア
ブ
ラ
ナ
、
ソ
バ
な
ど 

が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

地
表
か
ら
滲
透
し
た
地
下
水
は
台
地
周
辺
に
湧
出
し
、
美
し
い
泉
と 

な
っ
て
い
る
。
始
良
火
山
説
に
よ
る
と
、
鹿
児
島
湾
は
始
良
火
山
の
大 

噴
火
の
の
ち
陥
没
し
て
で
き
た
カ
ル
デ
ラ(

陥
没
火
口) 

で
あ
る
と
い 

わ
れ
る
。

桜
島
は
そ
の
カ
ル
デ
ラ
の
中
央
部
火
口
丘
に
相
当
す
る
。

そ 

の
カ
ル
デ
ラ
の
周
辺
は
、
 

吉
野
、
加
治
木
、
隼
人
、
敷
根
、
 

福
山
、
 

境 

二
川
な
ど
鹿
児
島
湾
の
北
岸
か
ら
東
岸
を
経
て
、
江
の
島
、
沖
小
島
、
 

袴
腰
を
結
び
、
 

再
び
吉
野
台
地
の
東
を
限
る
海
岸
線
に
至
る
東
西
24
博 

南
北

16
唐
の
広
大
な
も
の
で
、
 

世
界
屈
指
の
広
さ
を
も
っ
て
い
る
。
始 

良
火
山
の
噴
出
し
た
熔
岩
や
火
山
灰
砂
は
、
全
県
下
に
跨
っ
て
い
る
。
 

若
尊
鼻
は
海
抜

170m

で
そ
の
周
囲
は
絶
壁
を
な
し
て
い
る
。
吉
野
台
地 

の
東
端
に
あ
た
る
大
崎
の
鼻
と
と
も
に
、
カ
ル
デ
ラ
壁
と
し
て
の
明
か 

な
断
層
崖
を
示
し
て
い
る
。

旧
亀
割
坂
を
牧
之
原
に
向
っ
て
登
る
途
中
に
、
砂
岩
が
火
山
灰
に
覆

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
海
岸
地
帯
の
各
所
に
板
状
に
剝
離
す
る 

紫
黒
色
の
粘
板
岩
層
の
露
頭
が
見
ら
れ
る
。
福
山
海
岸
は
沈
降
し
て
い 

く
海
岸
線
で
あ
る
。
鹿
児
島
県
の
海
岸
は
大
体
沈
降
性
の
海
岸
で
、
 

鹿 

児
島
湾
も
沈
降
し
て
い
る
が
、
特
に
そ
の
北
側
が
沈
降
し
て
い
る
。

ボ 

ラ
層
の
基
盤
は
白
亜
層
で
、
そ
の
岩
石
の
多
く
は
砂
岩
、
粘
板
岩
か
ら 

な
り
、
 

第3

紀
か
ら
第4

紀
の
間
の
激
し
い
火
山
活
動
の
時
期
の
火
山 

灰
に
お
お
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

中
生
層
が
基
盤 

を
な
し
、
 

そ
れ
を 

シ
ラ
ス
層
が
お
お 

い
、
 

吉
野
台
地
に 

に
た
地
形
を
つ
く 

っ
て
い
る
。
断
崖 

の
傾
斜
は
吉
野
台 

地
ほ
ど
の
ス
ケ1
 

ル
は
な
い
が
、
ガ 

ケ
の
高
さ
は
、
 

そ 

れ
よ
り
は
る
か
に 

高
い
と
こ
ろ
も
あ 

っ

て

壮

観

で

あ 

る
。

そ
の
ガ
ケ
の 

面
に
は
若
い
浸
蝕

若尊鼻を望む
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谷

も

生

ま

れ

そ

の

出

口

に

は

、
 

小
規
模
な
扇
状
地
や
三
角
洲
が
生
ま 

れ
て
、
 

海
岸
地
帯
の
住
宅
地
や
ミ
カ
ン
園
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
 

亀

割

峠
(

神

割
•

瓶
割
と
も
か
く)

は
日
豊
線
の
開
通
以
前
は
鹿
屋 

•

志
布
志
・
都
城
方
面
と
加
治
木•

鹿
児
島
と
を
結
ぶ
最
大
の
幹
線
で 

あ
り
、
要
衝
で
あ
っ
た
。

交
通
機
関
の
発
達
、
 

国
道
バ
イ
パ
ス
の
開
通
は
福
山
港
の
盛
衰
そ
の 

も
の
に
打
撃
を
与
え
た
。

旧
国
道
亀
割
峠
の
開
通
、
 

そ
し
て
新
し
い
牧 

之
原
バ
イ
パ
ス
と
目
ま
ぐ
る
し
い
交
通
網
の
整
備
が
福
山
の
経
済
に
一 

大
変
革
を
迫
っ
て
き
た
。

江
戸
時
代
の
大
富
豪
厚
地
家
を
は
ぐ
く
ん
だ
商
業
港
と
し
て
の
機
能
、
 

日
向
街
道
逓
送
の
拠
点
な
ど
、
 

す
べ
て
遠
く
に
か
す
ん
で
し
ま
った

"
'  

都
城
街
道
よ
り
運
び
こ
ま
れ
る
米
が
船
積
み
さ
れ
、
 

福
山
港
に
陸
揚 

げ
さ
れ
た
日
用
雑
貨•

衣

類
•

肥
料
な
ど
が
馬
立
坂•

中

の

茶

屋•

上 

の

茶

屋•

下
牧
之
原
へ
と
馬
で
運
び
あ
げ
ら
れ
た
。

一
戸
で
馬
を
三
頭 

も
飼
育
し
て
い
た
と
聞
く
。

反
面
林
業
と
農
業
は
無
傷
で
あ
っ
た
。

こ
の
産
業
を
阻
害
し
て
い
る 

原
因
の
一
つ
に
ボ
ラ
層
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
白
い
小
石
の
層
が
「
浮
一 

石
」
で
あ
る
。
福
山
の
農
業
を
考
え
る
と
き
、こ
の
「
浮
石
」 

と

「
始
良
力 

ル
テ
ラ
」
は
最
大
の
テ
ー

マ
で
あ
る
。

昭
和

32
年

10
月
、

二
、
 

五
五
二
戸
、
 

人
ロ 

一
一
、
七

五

五

人(

本
籍 

人
口
、

一
五
、
七
九
〇
人)
。
土
地
利
用
別
の
面
積
を
み
る
と
、
 

林
野
が 

四
、
ニ
一
九
町
で
町
の
全
面
積
の
62%

を
占
め
、
耕
地
は
、

一
、
三
一

六
町
で

19%

に
あ
た
る
。
県 

の
平
均
は
林
野
率
59.9%
 
•

耕 

地
17.0%

で
あ
る
。

樹
枝
状
に 

な
っ
た
谷
の
頭
が
、
侵
蝕
に 

よ
っ
て
わ
り
あ
い
に
開
析
が 

す
す
ん
で
い
る
の
で
、
溝
辺 

町
十
三
塚
原
の
よ
う
に
広
い 

畑
地
は
少
い
。

「
牧

野
•

立
元
の
三
ば
い
ア 

ワ
、
新
原
の
つ
づ
り
コ
シ
ギ 

ヌ
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
窮 

迫
し
た
農
村
風
景
が
歌
に
な 

ご
り
を
と
ど
め
て
い
る
。
 

牧
の
原
か
ら
東
に
伸
び
て 

い
る
高
原
地
帯
は
、
き
わ
め 

て
ゆ
る
や
か
な
ス
ロ 

ー
プ
を 

描
き
な
が
ら
、
殆
ん
ど
侵
蝕 

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
代
表 

的
な
火
山
灰
台
地
を
形
ず
く 

っ
て
い
る
。

こ
の
ボ
ラ
層
の
分
布
は
、
 

九
州
で
は
、
鹿
児
島
、
宮
崎
、
第2表

総面積 田 畑 樹園地 宅地 山林

ha 

1,083
ha 

303

ha 

620

ha 

160
ha 

77

ha 

961

人 ロ
1965〜1970年 
の人口の増減

面積（Ef） 人口密度（Iknf）

人 
8,782

人 %
-1,320(-13.1) 67.80

人 
129.5

第3表 土地の利用類別面積とその比率（県農政部S.30.4）

耕 地 山 林
採草地 その他 A計 

口 H T
水田 畑 果樹園 計 国有 県有 町有 私有 計

面積(町) 313 883 120 1,316 256 136 203 2,966 3,559 660 1,303 6,838

、比率(%) 4 13 2 19 4 2 3 43 52 10 19 100
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熊
本
な
ど
の
諸
県
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
宮
崎
県
は
一
万
二
千
町
歩
を 

こ
え
て
、

一
番
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。
宮
崎
下
で
は
地
表
下
50
书 

以
内
に
層
の
あ
る
面
積
が
水
田
で
一
九
〇
町
歩
、
畑
で
三
、
六
二
〇
町 

歩
と
い
わ
れ
る
が
、
耕
地
で
も
そ
れ
よ
り
深
い
と
こ
ろ
や
林
野
な
ど
を 

加
え
る
と
、
も
っ
と
広
い
面
積
に
な
る
。

郡
内
の
国
分
市
敷

根
や

福
山
町
さ 

ら
に
と
な
り
の
曽
於
郡
の
財
部
町
、
 

末 

吉
町
、
大
隅
町
、
輝
北
町
、
 

垂
水
市
牛 

根
ま
で
、
東
西

20
植
、
 

南
北

40
博
の
広 

い
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
。

こ
の
な
か
で
一
番
層
の
厚
い
地
帯
は 

福
山
町
と
輝
北
町
で
あ
る
。
厚
い
と
こ 

ろ
は

60
考
を
こ
え
て
い
る
。
ま
た
地
域 

に
よ
っ
て
深
さ
、
礫
粒
の
大
き
さ
、
表 

土
の
深
さ
、
腐
植
の
含
量
が
そ
れ
ぞ
れ 

異
り
、
傾
斜
地
で
は
流
水
に
よ
る
移
動

や
堆
積
に
よ
っ
て
そ
の
ち
が
い
は
複
雑
化
し
て
い
る
。

そ
の
土
層
の
断
面
は
第3

図
に
み
る
と
お
り
で
あ
る
。

I

第1

層
、
表
土
で
、
耕
地
の
場
合
は
、

こ
の
層
全
部
が
耕
土
に
な
っ 

て
い
る
。
第2

層
の
ボ
ラ
層
の
形
成
後
は
、
 

そ
の
表
層
に
、
腐
植
と 

そ
れ
以
後
の
桜
島
の
噴
出
物
が
混
入
し
て
で
き
た
も
の
で
、
腐
植
の 

た
め
色
は
暗
色
を
呈
し
、
植
物
根
は
、
多
く
が
こ
の
層
に
ひ
ろ
が
っ 

て
い
る
。

n

第2

層
、

い
わ
ゆ
る
ボ
ラ
で
、
帯
黄
白
色
。
粒
径
は1

号
か
ら2
J
 

ぐ
ら
い
の
、
浮
石
の
層
で
あ
る
。
稀
に
粒
径5
U

を
こ
え
る
も
の
も 

あ
る
。
安

永

八

年(

一
、
七
七
九
年)

の
桜
島
噴
火
の
堆
積
物
と
さ 

れ
て
い
る
。
も
っ
と
古
い
時
代
の
噴
出
物
と
の
見
か
た
も
あ
る
。
財

第2図ボラの水平分布図

20万分ノー

注）上鍋久「火山層土（ボラ層）の土地改良に就て」より

第4表九州地方におけるボラの分布

（単位：町）

水田 畑 計

鹿児島県 190 3,620 3,810

宮崎県 4,548 8,275 12,823

熊本県 5 5

a.地表下50センチ以内にある面積

b .農林省刊「特土資料第4号」より
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第3図 牧ノ原の土壌の断面図

1層（A層）表土

2層（C層）ボラ層

3層（腐蝕質火山灰層）

4層（火山灰層）

20cr

50

20

75

25

30

10
12

100

2,100 5層（洪積層）

1）場所は、福山町福山 福山高校実習地

2 ）上鍋久「火山層士（ボラ層）の土地改良 

に就て）より

部
町
な
ど
の
ボ
ラ
層
に
は
、
 

霧
島
火
山
系
の
分
も

分
布
し
色
沢
が 

ち
が
っ
て
い
る
。

III
第3

層
、
 

大
隅
半
島
一
帯
の
い
わ
ゆ
る
腐
植
質
火
山
灰
土
で
あ
る
。
 

N

第4

層

、
多
く
は
褐
色
な
い
し
黒
褐
色
の
や
や
粘
質
が
か
っ
た
火
山 

灰
土
で
あ
る
が
、
黒
色
の
火
山
灰
土
、
お
よ
び
風
化
の
す
す
ん
だ
褐 

色
の
浮
石
と
互
層
を
な
し
て
い
る
。

こ
の
層
は
植
物
養
分
が
少
い
の 

で
、
多
く
の
肥
料
を
施
さ
ね
ば
生
産
が
上
が
ら
な
い
と
い
う
。

こ
の 

層
の
上
部
は
や
わ
ら
か
く
て
、方
言
で
赤
ボ
コ
と
よ
ば
れ
て
い
る
が
、
 

下
層
に
な
る
ほ
ど
圧
結
度
が
高
く
、
第5

層
と
の
境
目
近
く
は
石
礫 

を
混
入
し
て
い
る
。

V

第5

層
、

い
わ
ゆ
る
シ
ラ
ス
層
で
、
白
石
の
火
山
灰
と
浮
石
、
安
山

岩
な
ど
の
火
成
岩
の
細
片
な
ど
が
沈
澱•

堆
積
し
て
、
互
層
を
な
し 

て
い
る
が
、
深
さ

20r

以
上
も
あ
り
、
実
態
は
把
握
で
き
な
い
。
底 

部
に
は
固
結
し
た
火
山
集
塊
岩
が
あ
り
、
そ
の
付
近
に
地
下
水
が
あ

る
。

第4図 牧ノ原高原の断面の様式図

牧ノ原高原地帯

浸 
蝕 
谷

I層

II層
HI層、 

N層、ヽ 
V層、ヽ 仁治

鹿

児

島

湾

注）「火山層士（ボラ層）の土地改良に就て」より
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牧
之
原
の
地
下
水
は
平
均
し
て
15
〜
2C
か
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

こ
の
層 

は
洪
積
層
と
い
わ
れ
、
洪
積
期
の
火
山
活
動
に
よ
る
噴
出
物
が
海
底 

に
沈
澱
し
、
堆
積
し
、
そ
れ
が
の
ち
シ
ワ
に
な
っ
て
隆
起
し
た
も
の 

と
思
わ
れ
る
。
浸
蝕
の
は
げ
し
い
傾
斜
地
や
谷
間
は
こ
の
層
が
露
出 

し
、
水
田
は
殆
ん
ど
こ
の
土
壌
か
ら
で
き
て
い
る̂

も
と
も
と
植
物 

養
分
に
と
ぼ
し
い
が
、
水
田
は
流
水
を
と
お
し
て
、
あ
る
程
度
土
地

改
良
が
で
き
る
の
で
、
だ
ん
だ
ん
肥
沃
化
し
て
く
る
。

さ
ら
に
断
崖 

を
つ
く
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
崩
れ
や
す
い
の
で
、
県
内
に
お
け
る 

災
害
の
大
き
な
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

VI
第5

層
以
下
、
 

五
層
以
下
は
、
川
床
な
ど
で
み
る
と
底
部
に
凝
灰
岩

や
頁
岩
の
層
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
第3
 

紀
層
に
属
し
て
い
る̂

山
岳
の
骨
ぐ
み 

は
こ
の
層
か
ら
で
き
て
い
て
山
頂
附
近 

に
な
る
と
、
そ
れ
が
露
出
し
、
表
土
は 

定
積
を
な
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
 

牧
之
原
高
原
が
鹿
児
島
湾
に
落
ち
こ
む 

こ
の
町
や
牛
根
な
ど
の
海
岸
の
傾
斜
地 

は
、
す
べ
て
こ
の
層
よ
り
な
る
定
積
土 

あ
る
い
は
崩
積
土
で
あ
る
。

第 表ボラ層の分布とその厚さ

1•牧ノ原、宝瀬、砂走、福地 2 ~ 4尺

2.池ノ原、川路原、新原 1〜3尺

3.佳例川 1〜2尺

4•比曽木野谷、岩戸、野谷、長谷 0 .5〜1尺

5•大屋敷、新村 な し

第

二

章

気

候
 

下
場
と
亜
熱
帯
型 

こ
の
町
の
地 

勢
を
大
別
す
る
と
、
沿
岸
地
帯
の
下 

場

と

台

地•

山
間
地
帯
の
上
場
の
二

つ
に
わ
か
れ
る
。
沿

海

地

帯

は

鹿 

児
島
湾
に
そ
う
た
温
暖
地
帯
で
あ
り 

台
地
、
 

山
間
地
帯
は
、
牧
ノ
原
を
中 

心
に
そ
れ
か
ら
北
に
ひ
ろ
が
る
標
高 

三
〇
〇
—

四O
O
K

の
、
ど
ち
ら
か 

と
い
え
ば
、
 

高
冷
地
的
な
性
格
を
も 

っ
た
地
域
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ 

の
二
地
域
で
は
、
気
象
構
造
も
そ
れ 

ぞ
れ
に
こ
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ 

れ
が
、
そ
こ
の
農
業
生
産
な
ど
に
あ 

た
え
て
い
る
影
響
も
ま
た
、
 

相
当
こ 

と
な
っ
た
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ 

こ
で
、
ま
ず
沿
海
地
帯
で
、

こ
の
町 

で
も
暖
か
い
方
と
い
わ
れ
て
い
る
、
 

下
場
の
方
か
ら
み
て
み
よ
う
。
 

年
間
の
平
均
気
温
は
一
八
、
七
度

第6表 年間の平均気温（下場のばあい）

1月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年平均

福山町 8.1° 10.2 12.6 18.2 20.7 22.9 26.9 29.5 25.6 21.3 19.0 9.9 18.7

鹿児島市 9.1° 8.6 10.7 16.3 20.0 22.5 26.4 27.0 24.6 19.4 15.1 7.5 17.3

宮崎市 7.0 7.9 11.2 15.3 19.4 22.8 27.1 27.8 24.3 18.9 14.3 8.8 17.1

福岡市 5.0 5.2 8.3 13.0 17.3 21.8 26.3 27.0 22.8 16.7 11.9 7.3 15.2

注 1）福山町の分は，昭27福山高校調べ

2 ）宮崎市は「九州気候図帳」 日本気象学会編

鹿児島市は，県政要覧，昭25年版， 福岡市は「福岡県の気候」
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第7表 福山町と北九州の年間平均気温の差（下場のばあい）

1月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年平均

福山町（A） 8.1° 10.2 12.6 18.2 20.7 22.9 26.9 29.5 25.6 21.3 19.0 9.9 18.7

福岡市（B） 5.0 5.2 8.3 13.0 17.3 21.8 26.3 27.0 22.8 16.7 11.9 7.3 15.2

その差（A-B） 3.1 5.0 4.3 5.2 3.4 1.1 0.6 2.5 2.8 4.6 7.1 2.6 3.5

第8表 月別にみた、気温の高極の比率

1月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

福山町 20.50 21.0 19.5 21.7 24.0 25.5 31.0 33.0 31.5 27.3 26.0 19.0

鹿児島市 23.5 24.1 25.2 28.2 30.9 34.1 36.6 37.0 34.3 32.2 28.6 24.4

福岡市 19.5 14.0 20.9 26.3 29.1 32.2 33.9 36.7 33.6 28.4 26.0 19.5

第9表低極気温とその比較

1月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

福山町 1.0 -1.0 5.2 11.5 15.7 17.5 24.0 25.5 17.0 13.0 11.5 0

鹿児島市 -3.4 — 3.5 -2.4 2.5 8.4 12.8 20.6 18.1 12.9 3.5 -0.4 -2.7

福岡市 -2.5 -2.4 -1.1 2.3 5.9 12.1 16.6 20.3 10.1 6.4 2.2 -1.1

と
い
う
ほ
ど
高
く
、
 (

第6

表)

福
岡
市
の
一
五•

二

度
よ
り
三•

五
度 

も
高
く
、
宮

崎

市
(

一
七•

一
度)

や

鹿

児

島

市(

一
七•

三
度)

よ 

り
も
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。(

た
だ
残
念
な
こ
と
に
、

こ
こ
の
累
年
統
計 

を
欠
く
の
で
、
 

き
わ
め
て
厳
密
に
い
え
ば
、
も
う
少
し
検
討
を
要
す
る 

で
あ
ろ
う
が.
.
)

そ
れ
を
月
別
に
み
れ
ば
一
月
の
八•

一
度
を
最
低 

に
月
を
追
う
て
上
昇
し
、
八
月
に
は
二
九
・
五
度
で
最
高
を
示
し
、
そ 

の
後
は
逆
に
月
を
追
う
て
低
く
な
り
、

一
二
月
に
は
九•

九
度
ま
で
低

る̂
そ
れ
を
九
州
の
他
地
域
に
く
ら
べ
て
み
る
と
、
福
岡
市
や
宮
崎
市
は 

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
元
の
鹿
児
島
市
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
各
月
と
も
上 

ま
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る°

第5

図)

そ
の
平
均
気
温
の
変
化
を 

月
別
に
、
福
岡
市
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、

一
月
は
三•

一
度
て
い
ど
で

5図月別の平均気温の変化

（福山町-----------

I鹿児島市-----------

］宮崎市---―

I福岡市------------

30'

25,

20*

15'

10'

第
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あ
る
が
二
、
 

三

四

月

の

各

月

で

は

五

度

前

後

に

高

ま

り

そ

の

後

は 

低
下
し
つ
つ
、
七

月
で

は

〇•

六
度
で
ほ
と
ん
ど
差
が
な
く
な
る
。(

第 

7

表)

そ
れ
が
八
月
に
は
ふ
た
た
び
二•

五
度
に
高
ま
り
、
そ
の
後
上 

昇
を
つ
づ
け
な
が
ら
一
一
月
に
は
七•

一
度
ま
で
開
ら
き
、
年
間
の
最 

高
を
示
し
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
北
九
州
に
く
ら
べ
て
夏
の
気
温 

は
そ
う
ち
が
わ
な
い
が
、
春
と
秋
に
は
、
き
わ
だ
っ
て
こ
ち
ら
が
暖
い 

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う̂

し

か

し

そ
れ

は

平

均

の

数

値
で

あ

る

。
 

.
そ
こ
で
、
そ
う
い
う
気
温
は
、
ど
う
い
う
構
造
の
も
と
で
生
み
だ
さ
れ 

て

い
る
か
が
、
つ
ぎ
の
課
題
と
な
る̂

そ
こ
で
、
 

ま
ず
高
極
気
温
を
み 

る
と
、(

第8

表)

年
間
の
各
月
と
も
こ
こ
が
鹿
児
島
市
よ
り
も
ず
っ
と 

低
く
、
福
岡
市
と
く
ら
べ
て
み
て
も
、

一
、
二
月
を
の
ぞ
く
ほ
か
は
、
 

福
岡
市
の
方
が
か
え
っ
て
高
い
。

そ
れ
は
盛
夏
の
候
で
も
同
じ
で
あ
る
。
 

と
と
も.
に
、
た
と
え
ば
夏
の
期
間
で
は
三
〇
度
を
越
え
た
日
数
が
ど
の 

く
ら
い
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
な
ど
が
合
わ
せ
て
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら 

な
い
が
、
 

そ
の
資
料
は
不
足
し
て
い
る̂

そ
れ
は
と
に
か
く
、
高
極
気 

温
は
、

こ
こ
が
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

つ
ぎ
に
低
極
気 

温
を
み
よ
う
。(

第9

表)

す
な
わ
ち
一
二
月
で
は
〇
度
、

一
月
で
は
一 

度
、
二
月
に
は
マ
イ
ナ
ス
一
度
で
は
じ
め
て
氷
点
下
を
割
り
、
三
月
に 

は

逆

に

五•

二
度
に
高
ま
る
。

だ
か
ら
こ
こ
で
は
、
年
間
を
つ
う
じ
て 

そ
の
低
極
は
マ
イ
ナ
ス
一
度
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
に
く
ら
べ 

る
と
、
 

鹿
児
島
や
福
岡
の
両
市
な
ど
で
は
一
一
月
か
ら
三
月
の
冬
の
期 

間
に
か
け
て
は
、
氷
点
下
に
下
る
こ
と
が
多
い
し
、
そ
れ
も
福
岡
市
で

は
マ
イ
ナ

ス
ニ•

五
度
、
鹿
児
島
市
で
は
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ス
三•

五
度

ま
で
示
し
て
い
る̂

と
い 

う
こ
と
は
北
九
州
の
福
岡 

市
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
地 

元
の
鹿
児
島
市
に
く
ら
べ 

て
、
冬
は
ず
っ
と
暖
く
夏

は

逆

に

低

く

気

温

の

変 

化
が
そ
う
は
げ
し
く
な
い 

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ 

れ
は
ま
た
、
海
洋
性
気
候 

の
特
徴
で
も
あ
る
。
 

上
場
と
温
帯
型•

気
温 

較

差

の

小
し
か
し
、
そ 

れ
は
下
場
地
帯
の
こ
と
で 

牧
ノ
原
を
中
心
と
す
る
三 

〇
〇
——

四
五O
K

の
高
原 

地
帯
で
は
、
ま
た
ち
が
う 

で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
牧 

ノ
原
に
お
け
る
年
間
の
平 

均
気
温
を
み
る
と
一
五• 

〇
度
と
い
う
よ
う
に
氐
く
一

第10表 月別の平均気温の比較（牧ノ原地区）
、

1月 2 3 4 5 6 7 8 9
-10

11 12 年間平均

牧ノ原 5.2° 5.0 9.8 13.8 16.9 21.6 25.2 24.7 23.1 18.1 12.5 4.3 15.0

鹿児島市 9.1 8.6 10.7 16.3 20.0 22.5 26.4 27.0 24.6 19.4 15.1 7.5 17.3

福岡市 5.1 5.2 8.3 13.0 17.3 21.8 26.3 27.0 22.8 16.7 11.9 7.3 15.2

第11表月別にみた高極と低極気温の比較

注）1）牧ノ原高校の昭31年調べ

2 ）高極から30℃をこえた日数は、7月に7日，8月に9日 計16日

、
1月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

高極 15.50 17.0 21.0 23.0 26.5 28.5 31.9 32.3 29.7 27.5 21.3 15.3

低極 -5.5 —3.6 — 1.2 3.8 10.0 13.0 20.2 16.9 11.6 8.2 0.7 —3.9
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第6図 平均気温の比較第7図 平均気温較差の比較

鹿
児
島
市
の
一
七
二
二
度
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
 

福
岡
市
の
一
五
二
一 

度
よ
り
逆
に
低
い 

こ
と
が
わ
か
る
。(

第 
10 
表) 

そ

の

月

別

の

変

化(

第 

6

図)

で
み
る
と
、
 

年
間
を
と
お
し
て
、
 

さ
き
の
下
場
地
区
よ
り
ず
つ 

と
低
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
 

福
岡
市
と
く
ら
べ
て
み
て
も
多 

く
の
月
で
ず
っ
と
低
い
。

そ
こ
で
さ
ら
に
高
極
気
温
を
み
る
と(
n
 

表)

一
ニ
月
の
一
五
ニ
二
度
を
最
低
に
八
月
で
は
三
ニ
ニ
二
度
を
示
し 

て
い
る̂

そ
れ
を
下
場
の
ば
あ
い
に
く
ら
べ
て
み
る
と
、
 

一
一
月
か
ら 

二
月
ま
で
の
冬
の
各
月
は
、
 

下
場
の
高
極
が
ず
っ
と
高
い
が
、
 

三
——

一
 

〇
月
ま
で
の
各
月
で
は
、
逆
に
上
場
の
方
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

つ 

ぎ
に
低
極
気
温
を
み
る
と
、
 

一
月
は
マ
イ
ナ
ス
五•

五
度
ま
で
下
降
し
、
 

そ
の
後
月
を
追
う
て
高
ま
っ
て
ゆ
く
が
、
 

そ
れ
で
も
下
場
の
ば
あ
い
と 

ち
が
っ
て
一
ニ
、

一
、
 

二
、
 

三
の
各
月
で
は
氷
点
下
に
下
降
し
て
い
る 

し' 

そ
の
ほ
か
の
月
で
も
、
下
場
の
ば
あ
い
よ
り
ず
っ
と
低
い
。

つ
ぎ 

に
、
そ
こ
の
平
均
の
最
高
気
温
の
較
差
を
み
る
と
、(

第

12
表)

七
月
の 

四
•

九
度
を
最
小
に
四
月
の
九
ニ
二
度
を
最
大
に
七•

〇
度
を
上
下
し
、
 

-

年

間

平

均

七•

一
度
を
示
し
て
い
る̂

そ
の
よ
う
な
気
温
較
差
を
、
 

九
州
の
他
地
域
に
く
ら
べ
て
み
る
と
、(

第

13
表)

福
岡
市
は
も
ち
ろ
ん 

の
こ
と
、
鹿
児
島
市
よ
り
も
、

こ
こ
が
ず
っ
と
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る
。
 

そ

れ

は
(

第7

図)

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
気
温
較
差
の
特
徴
と 

し
て
、
温
帯
型
の
ば
あ
い
は
春
と
秋
と
に
大
き
な
山
が
あ
り
、
冬
と
夏 

と
に
谷
が
あ
る
。

だ
か
ら
、
 

二
つ
の
ピ
ー
ク
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
亜
熱 

帯
型
の
ば
あ
い
は
夏
に
一
つ
の
谷
が
あ
り
、
秋
か
ら
冬
、
春
に
か
け
て
、
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第12表 牧ノ原地区における、平均の最高、最低気温とその較差

-ー 1月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年間平均

最 高（A ） 8.7° 8.8 13.6 18.5 20.5 24.9 27.7 28.1 26.1 21.9 15.2 8.3 18.5

最低（B ） 1.7 1.3 6.0 9.2 13.3 18.4 22.8 21.3 20.2 14.3 7.3 0.4 11.4

較差（A-B） 7.0 7.5 7.6 9.3 7.2 6.5 4.9 6.8 5.9 7.7 7.9 7.9 7.1

第13表月別の平均気温較差の比較

1月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

牧ノ原 7.0° 7.5 7.6 9.3 7.2 6.5 4.9 6.8 5.9 7.7 7.9 7.9

鹿児島市 7.6 7.6 10.0 9.8 9.5 7.5 7.6 8.0 8.2 9.7 10.3 10.2

福岡市 8.4 8.7 9.2 11.2 11.1 9.2 7.9 8.7 9.1 11.4 10.7 9.1

第14表 水稲の登熟期における 
気温較差（普通栽培）

不 9 月 10月

上旬 中 下 上

牧ノ原 5.1° 6.1 6.6 7.9

川南町 8.5 7.7 8.0 9.5

高千穂町 7.5 10.8 11.9 11.4

第15表 水稲の登熟期における 
気温の日較差（普通栽培）、 9 月 10 月

1日 15 30 1 15

牧ノ原 7.7° 5.6 4.3 7.1 5.6

川南町 9.4 7.8 7.9 9.5 7.2

高千穂町 8.7 6.7 12.2 12.9 5.3

第16表最低気温が0℃以下に下った日数
ヽヽ 1月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

牧ノ原 11日 11 5 12 42

鹿児島市 10 5 り 3 20

福岡市 13.2 12.8 6.2 0.5 ().2 5.1 38.0

1）福岡市の分は、累年統計の平均値

と
お
し
に
山
を
な
す
の
で
、
 

ピ
ー
ク
は
一
つ
で
あ
る
。

そ
れ
が 

特
徴 

的
な
タ
イ
プ
で
、
鹿
児
島
の
ば
あ
い
が
、
 

ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ 

と
対
照
的
に
、
福
岡
市
の
ば
あ
い
は
温
帯
型
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
 

と
こ
ろ
で
牧
ノ
原
の
ば
あ
い
は
、
鹿
児
島
の
亜
熱
帯
型
で
は
な
し
に
、
 

逆
に
温
帯
型
を
示
し
て
い
る
。

タ
イ
プ
は
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
較
差 

は
福
岡
市
が
も
っ
と
も
大
き
く
鹿
児
島
市
が
そ
れ
に
つ
ぎ
、
牧
ノ
原
が 

も
っ
と
も
小
さ
い
。
す
な
わ
ち
こ
こ
の
台
地
地
帯
の
気
温
は
温
帯
型
で 

は
あ
る
が
、
 

気
温
較
差
が
き
わ
め
て
小
さ
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
特
徴 

が
あ
る
。

し
か
も
そ
の
気
温
較
差
は
、
 

水
稲
や
畑
の
卄
叔
穀
類
な
ど
の
登 

熟
期
に
、
そ
の
差
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
種
子
の
充
実
を
促
進 

し
反
収
を
増
す
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

と
く
に
南
九
州
の
一
帯
で
、
川 

内
川
の
上
流
に
あ
た
る
飯
野
、
真
幸
、
加
久
藤
、
吉
松
、
大
口
な
ど
、
 

あ
る
い
は
西
臼
杵
郡
の
高
千
穂
な
ど
の
盆
地
地
帯
な
ど
に
、
良
質
米
で 

し
か
も
県
内
で
の
高
収
田
が
分
布
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
重
要
な
要 

件
と
い
わ
れ
て
い
る
。(

盆
地
地
帯
は
、
昼
と
夜
と
の
気
温
の
変
化
が
は 

げ
し
く
、
気
温
較
差
が
き
わ
め
て
大
き
い)

そ
こ
で
普
通
栽
培
に
よ
る 

水
稲
の
出
穂
、
 

登
熟
期
に
お
け
る
気
温
較
差
を
み
る
と
、(

第

14
表)

九 

月

上

旬

に
は

五•

一
度
て
い
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は
次
第
に
上
昇
し
一 

一
 0
月
上
旬
に
は
七 
•

九
度
で
も
っ
と
も
大
き
く
な
る
。
 

と
こ
ろ
が
、
 

そ
れ
を
宮
崎
県
中
部
の
大
畑
作
地
帯
で
あ
る
、
川
南
町
の
ば
あ
い
に
く 

ら
ベ
て
み
る
と
、
ど
の
旬
を
み
て
も
、

こ
こ
が
ず
っ
と
小
さ
い
。
さ
ら 

に
さ
き
の
高
千
穂
町
で
は
、

七•

七
——

一
〇•

ハ
、
ハ
・
〇
——

ー
一 •

九
、
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九•

五
——

一
一 
•

四
度
と
い
う
よ
う
に
、
 

そ
の
差
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。
 

し
か
し
そ
れ
は
旬
別
の
平
均
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

さ
ら
に
各
一
日
間
に
、
 

実
際
に
、ど
れ
だ
け
の
差
が
あ
っ
た
か
を
み
る
と'

第

15
表)

や
は
り
高 

千
穂
町
が
も
っ
と
も
大
き
く
、
一O

月
一
日
で

は

実
に
二
二
九
度
を

示 

す
。
そ
れ
に
つ
い
で
川
南
町
が
大
き
く
、
牧
ノ
原
は
も
っ
と
も
小
さ
い
。
 

と
い
う
よ
う
に
、
こ
こ
の
気
象
は
温
帯
型
で
は
あ
る
が
、
気
温
較
差
の
き 

わ
め
て
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る
。

(

注)

九
州
に
お
け
る
そ
れ
ら
気
象
構
造
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
左
記 

の
分
析
を
参
照
。

堤

元

「
気 

象 

構 

造
」
——
鹿
児
島
県
農
業
実
態
調
査
報

告

書
(

大
浦
村)

， 

「
気 

象

・

構
 

造
」
——
開
拓
農
業
の
展
開
過
程(

農 

研
双
書
第
五
集)

"
 

「
高
温
多
湿
と
気
象
構
造
」
——
沿
岸
急
傾
斜
地
農
業
の
研
究 

(

長
崎
県)

〃 

「
気
温
と
台
風
、
旱
バ
ッ
」
——
暖
地
畑
作
農
業
の
研
究 

〃 

「
気 

象 

構 

造
」
—
福
岡
県
農
業
実
態
調
査
—— 

と
い
う
わ
け
で
、

こ
の
町
で
も
牧
ノ
原
の
地
域
は
、
九
州
の
他
地
域 

に
く
ら
べ
て
、
気
温
下
降
の
は
げ
し
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
こ
で
、
 

年
間
零
度
以
下
に
下
降
し
た
日
数
を
み
る
と
、(

第

16
表)

一
月
に
一
一

日 

二

月

も

一-

日 

三
月 

で
五
日
、

一
二
月
に
一
ニ
日
、
 

合
わ
せ
て
年
間
四
二
日
も
あ 

り
、
 

鹿
児
島
市
の
二
〇
日
は 

も

ち

ろ

ん

の

こ

と

福

岡

市 

の

三

八•0

日
よ
り
も
か
え 

っ
て
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
 

そ
う
し
て
、
そ
れ
が
一
ニ
、
 

一
、
二
の
三
カ
月
に
集
中
し 

て
い
る
。

と
な
る
と
そ
れ
は
、

農
業
生
産
に
大
き
な
か
ん
け
い
の
あ
る
降
霜
と
、
 

密
接
な
か
ん
れ
ん
性
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

な
る 

ほ
ど
、
初
霜
は
一
一
月
八
日
で
鹿
児
島
市
は
も 

ち
ろ
ん
の
こ
と
福
岡
市
の
一
一
月
一
五
日
よ
り 

ず
っ
と
早
い
。

終
霜
は
四
月
五
日
で
、
福
岡
市 

の
四
月
九
日
よ
り
い
く
ら
か
早
め
で
あ
る
が
、
 

鹿
児
島
市
よ
り
ず
っ
と
お
そ
い
。

だ
か
ら
年

間
の
無
霜
期
間
は
ニ
一
六
日
て
い
ど
で
、
鹿
児
島
市
の
二
四
五
日
よ
り 

は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
福
岡
市
の
ニ
一
九
日
よ
り
も
か
え
っ
て
少
く
な 

い
。(

第

17
表)

さ
ら
に
降
霜
日
数
を
み
る
と
、(

第

18
表)

一
一
月
か
ら 

四
月
ま
で
の
間
に
六
二
日
も
あ
り
、
と
く
に
二
月
は
二
三
日
に
も
達
し 

「
毎
日
霜
が
降
り
る
」
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

と
い
う
ほ
ど
に
は
げ
し

第17表 初霜と終霜ならびに無霜期間

初日 終日 無霜期間

牧ノ原 11月8日 4月5日 216日

鹿児島市 11月25日 3月24日 245

福岡市 11月15日 4月9日 219

第18表降 霜 日 数

ヽ、 1月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

牧ノ原 12 0 23 6 2 9 10 62

鹿児島市 15 1 7 21(?)

福岡市 11.7 10.4 9.0 3.0 0.1 0.2 3.4 9.2 47.0

-34-



く
、
福

岡
市
の
四
七• 〇

日
に
く
ら
べ
て
も
ず
っ
と
多
い
。
南
の
国
の 

沿
海
地
帯
と
は
い
え
、
 

牧
ノ
原
の
一
帯
は
、
 

そ
れ
ほ
ど
低
温
、
 

冷
涼
で 

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

雨
と
台
風 

つ
ぎ
に
、
 

雨
と
降
水
量
な
ど
が
問
題
と
な
る
。
す
な
わ 

ち
、
南
九
州
の
一
帯
は
わ
が
国
で
も
最
多
雨
地
帯
で
、
 

年
間
の
降
水
量 

が
き
わ
め
て
多
い
こ
と
で
ゆ
う
め
い
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
牧
ノ
原
高
校 

に
お
け
る
昭
和
三
一
年
度
の
し
ら
べ
を
み
る
と
、(

第

19
表)

年
間
の
降 

水
量
が
三
千
戸
を
こ
え
、
そ
の
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

そ
れ
は
福
岡 

市
(

一
、
六

五

三•

七J
)
 

の
二
倍
に
ち
か
い
大
量
で
あ
り
、
鹿
児
島 

市
の
昭
和
二
七
年
度
分
よ
り
、
ず
っ
と
多
い
。

そ
れ
を
月
別
に
み
る
と 

(

第8

図)

福
岡
市
に
く
ら
べ
て
、
五
月
や
六
、
七
月
な
ど
の
晩
春
か

第8図年間降水量の比較

第19表 年間の降水量の比較

1月 2 3 4 5 6 7 7 8 10 11 12 計

牧ノ原 100.3% 144.5 303.5 209.4 413.5 649.5 323.5 394.7 423.2 132.0 27.2 15.2 3,136.5

鹿児島市 77.5 101.2 153.1 216.3 213.5 386.8 290.1 197.6 220.6 126.5 91.7 81.2 2.156.2

福岡市 154.6 120.5 168.3 88.5 133.1 169.5 86.1 83.2 317.3 96.0 152.1 84.5 1,653.7

第20表 月別の降水量や雨天日数など

ーー 1月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

降 水 量 100.3 . 144.5 303.5 209.4 413.5 649.5 323.5 394.7 423.2 132.0 27.2 15.2 3,136.5

1日の最大雨量 43.2 m 62.2 72.4 72.6 66.4 173.4 77.9 156.8 106.5 39.9 10.2 6.8

1日50，以上の日数 1日 2 1 1 3 5 2 2 3 — — — 19

雨天日数 40 2 5 2 8 7 4 3 7 5 1 1 49

第21表，快晴日数の比較

1月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計
牧ノ原 11日 8 5 9 — 1 3 5 1 11 .15 27 95

鹿児島市 5 4 4 4 4 1 3 4 4 8 6 7 56

福岡市 5 4 7 8 8 5 7 9 6 9 9 6 53

第22表台風の、月別にみた、来襲回数

ー-------- -ー 1月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計
極東に現われた台風で 6回 9 6 11 24 26 113 170 150 102 44 18 682

鹿児島県に被害を与えた - - 一 — 3 7 21 30 23 12 — — 66

1）「鹿児島県災異誌」による。極東の分は58年間分、県のばあいは62年間分
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ら
夏
に
か
け
て
、
 

き
わ
だ
っ
て
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
す

な

わ

ち.
一
日 

の
最
大
雨
量
を
み
て
も
、(

第

20
表)

六
月
や
八
月
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
七 

三
•

四
ノ
、

一
五
六•

八J

と
い
う
よ
う
に
、
集
中
的
な
豪
雨
が
記
録 

さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
一
日
の
降
水
量
が
五
〇<

を
こ
え
た
日
数 

も
、
年
間
で
は
一
九
日
も
あ
り
、
そ
れ
も
六
月(

五
日)

、
五
月(

三
日)

、
 

九

月
(

三
日)

と
い
う
よ
う
に
晩
春
か
ら
夏
に
集
中
し
て
い
る
。

雨
天 

日
数
も
ま
た
同
様
で
、
や
は
り
五
月(

八
日)

、
六
月(

七
日)

、
九
月(

七 

日)

と
い
う
よ
う
に
そ
れ
ら
の
時
季
に
集
中
し
て
い 

る
。

だ
か
ら
、
年
間
の
降
雨
日
数
は
四
九
日
と
い
う 

ほ
ど
少
く
な
い
。
つ
ぎ
に
快
晴
日
数
を
み
る
と
、(

第

21 

表)

年
間
を
と
お
し
て
九
五
日
で
、
そ
れ
も
一0
月 

か
ら
四
月
と
い
う
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
集
中
し
て
い 

る
。
そ
れ
は
福
岡
市
の
五
三
日
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
 

鹿
児
島
市
の
五
六
日
よ
り
も
、
ず
っ
と
多
い
。

だ
か 

ら
こ
こ
で
は
、
北
九
州
は
む
ろ
ん
の
こ
と
県
内
の
鹿 

児
島
市
に
く
ら
べ
て
も
、
年
間
の
降
水
量
は
き
わ
だ 

っ
て
多
く
、
そ
れ
も
夏
の
期
間
に
お
け
る
集
中
的
な 

豪
雨
が
多
い
。

だ
か
ら
、
雨
天
日
数
は
き
わ
め
て
少 

く
快
晴
日
数
は
き
わ
だ
っ
て
多
い
、
と
い
う
よ
う
な 

南
方
型
の
、
は
げ
し
い
気
象
の
性
格
を
示
し
て
い
る 

こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ぎ
に
、

こ
の
県
の
気
象
を
特
徴
ず
け
て
い
る
の

第23表暴風の来襲回数

1月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

牧ノ原 回 2 3 5

1）昭和31年度、牧ノ原高校調べ

に
、
台
風
が
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
、

こ
こ
の
農
林
業
な
ど
と
も
、
密 

接
な
か
ん
れ
ん
を
も
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
極
東
に
現 

わ
れ
る
台
風
の
う
ち
、
そ
の
そ
う
と
う
数
が
こ
の
県
を
襲
う
た
こ
と
は. 

第

22
表
に
み
る
と
お
り
。
し
か
も
そ
れ
は
七
、
八
、
九
の
三
カ
月
間
に 

集
中
し
て
い
る
。

と
い
う
、
南
九
州
を
襲
う
た
台
風
の
構
造
に
つ
い
て 

は
、日

本
農
研
編
「
鹿
児
島
農
業
の
災
害
と
商
品
生
産
の
構
造
」
—
県
刊
— 

堤 

元 

編
「
台
風
災
害
の
理
論
と
実
態
」
—

日
本
学
振
刊
— 

な
ど
に
く
わ
し
い
の
で
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
こ
の
町
で
の
一 

台
風
に
か
ん
す
る
デ
ー
タ
は
き
わ
め
て
少
い
の
で
、
判
然
と
し
な
い
が. 

牧
ノ
原
高
校
に
お
け
る
昭
和
三
一
年
度
の
調
査
を
み
る
と(

第

23
表) 

そ
の
年
に
此
処
を
襲
う
た
台
風
は5

回
と
い
う
ほ
ど
多
く
、
そ
れ
は
八 

月
に
二
回
、
九
月
に
三
回
で
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
集
中
し
て
い
る
こ 

と
力
わ
か
る
。

以

上

の

土

地•

気
象
の
資
料
は
、
「
福
山
町
農
業
の
構
造
と
そ
の
諸
問 

題
」
、
堤

元

編
(

昭
和

34
年
刊)

を
参
考
に
し
ま
し
た
。

第
三
章
生 

物

I

植

物
 

相

福
山
町
の
海
岸
地
帯
か
ら
台
地
方
面
に
至
る
傾
斜
地
は
、

ス
ギ
林
が
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広
い
地
域
を
お
お
い
、
 

そ
の
ほ
か
ク
ス
ノ
キ
、
 

ヤ
マ
ツ
バ
キ
、
 

ア
ラ
カ 

シ
、
 

マ
テ
バ
シ
イ
、

ユ
ズ
リ
ハ
、
サ
カ
キ
、
 

ネ
ム
ノ
キ
、
 

ク
ロ
マ
ツ
、
 

ヒ
ノ
キ
な
ど
の
常
緑
樹
が
、
欝
蒼
と
繁
茂
し
て
、
緑
滴
る
南
国
特
有
の 

樹
相
を
つ
く
り
出
し
て
い
る̂

中
で
も
ク
ス
ノ
キ
は
南
国
の
象
徴
と
し 

て
代
表
的
な
も
の
で
、
特
に
陽
春
に
そ
の
若
葉
が
赤
紫
に
萌
え
出
る
様 

は
美
観
で
あ
る
。

ま
た
ヤ
マ
ツ
ッ
ジ
、
ヤ
ッ
デ
、
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
、
 

ヤ
マ
ル
リ
ト
ラ
ノ
ヲ
、
ヤ
マ
ハ
ギ
、

コ
マ
ツ
ナ
ギ
、
オ
ニ
ユ
リ
な
ど
も 

多
く
、
谷
間
に
は
マ
ダ
ケ
が
群
落
を
成
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
モ
ウ
ソ 

ウ
チ
ク
、
キ
ン
チ
ク
、

コ
サ
ン
チ
ク
、
ダ
イ
ミ
ョ
ウ
チ
ク
も
本
町
の
各 

地
域
に
見
ら
れ
、
殊
に
福
沢
、
比
曽
木
野
に
は
シ
カ
ク
ダ
ケ
が
あ
る
。
 

な
お
傾
斜
地
帯
に
は
コ
モ
チ
シ
ダ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
、

コ
シ
タ
、

ヒ
ト
ツ
バ
、
 

ホ
ラ
シ
ノ
ブ
、

ワ
ラ
ビ
、
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
、

ス
ギ
ナ
、
タ
マ
シ
ダ
な
ど
多 

種
の
シ
ダ
植
物
が
、
各
所
に
小
群
落
を
作
っ
て
い
る
。

日
蔭
地
に
は
オ 

モ
ト
、

シ
ュ
ン
ラ
ン
、

ホ
ト
ト
ギ
ス
、
オ
ホ
エ
ビ
ネ
、

マ
ン
リ
ャ
ウ
、
 

ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
、
ク
マ
ガ
エ
ソ
ウ
な
ど
が
生
え
て
い
る
。
秋
に
な
る
と
、
 

樹
林
に
入
れ
ば
ア
ケ
ビ
も
熟
し
て
お
り
ヤ
マ
ノ
イ
モ
も
多
い
。
特
に
晩 

秋
に
な
る
と
ツ
ワ
ブ
キ
の
花
が
一
面
に
黄
色
に
咲
い
て
美
し
い
。

し
か 

し
台
地
方
面
に
な
る
と
植
物
相
も
変
っ
て
く
る
。
牧
ノ
原
か
ら
福
地
に 

か
け
て
の
高
原
に
は
メ
ド
ハ
ギ
、
ヤ
マ
ハ
ギ
、
ウ
ツ
ボ
グ
サ
、
オ
ミ
ナ 

エ
シ
、
カ
ハ
ラ
ナ
デ
シ
コ
、
オ
キ
ナ
グ
サ
な
ど
が
随
所
に
生
え
て
お
り
、
 

ス
ス
キ
の
生
い
し
げ
る
と
こ
ろ
に
は
、
そ
の
根
に
寄
生
す
る
ナ
ン
バ
ン 

キ
セ
ル
の
可
憐
な
姿
も
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
牧
ノ
原
附
近
に
は

モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
、
比
曽
木
野
附
近
に
は
ス
ギ
ノ
ハ 

ヤ
ド
リ
キ
、
サ
ル
ノ
オ
ガ
セ
、

セ
ン
ブ
リ
、
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
、

ヒ 

メ
ヒ
ゴ
タ
イ
、
ウ
メ
バ
チ
ソ
ウ
、
カ
ル
カ
ヤ
、
リ
ン
ド
ウ
な
ど
が
見
ら 

れ
る
。
な
お
福
山
の
各
地
域
の
路
傍
に
多
く
見
う
け
ら
れ
る
も
の
に
は 

イ
ラ
ク
サ
、
ド
ク
ダ
ミ
、

ツ
ユ
ク
サ
、

マ
マ
コ
ノ
シ
リ
ヌ
グ
イ
、

ヒ
メ 

ム
カ
シ
ョ
モ
ギ
、

ヨ
モ
ギ
、

ヨ
メ
ナ
、
オ
オ
バ
コ
、
イ
タ
ド
リ
、
タ
ケ 

ニ
グ
サ
、
ウ
マ
ノ
ア
シ
ガ
タ
、
ノ
ア
ザ
ミ
、

ス
イ
バ
、
シ
ロ
ザ
、

コ
ミ 

カ
ン
ソ
ウ
、

ス
ベ
リ
ビ
ュ
、
ホ
ウ
コ
グ
サ
、
チ
チ
コ
グ
サ
、
ヤ
ブ
カ
ラ 

シ
、
ノ
イ
バ
ラ
、
ノ
ブ
ド
ウ
、

エ
ビ
ズ
ル
、

ス
ヒ
カ
ズ
ラ
、

ニ
ハ
ヤ
ナ 

ギ
、

ハ
ナ
タ
デ
、

ミ
ヅ
ヒ
キ
、
キ
ン
ミ
ヅ
ヒ
キ
、
ア
ゼ
カ
ヤ
ッ
リ
、
メ 

ヒ
シ
バ
、
オ
ヒ
シ
バ
、
カ
モ
ジ
グ
サ
、

エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
、
ジ
ュ
ウ
ニ
ヒ 

ト
エ
な
ど
、
そ
の
種
類
は
非
常
に
多
い
。
な
お
海
岸
地
帯
で
見
ら
れ
る 

も
の
に
、

ヨ
ウ
シ
ュ
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
、
ク
コ
、

ム
ラ
サ
キ
ケ
マ
ン
、
キ
ケ 

マ
ン
、
ギ
シ
ギ
シ
、

ニ
ワ
ト
コ
な
ど
が
あ
る
。
海
浜
の
砂
地
に
は
ハ
マ 

ヒ
ル
ガ
オ
、

ツ
ル
ナ
、

ハ
マ
ナ
タ
マ
メ
な
ど
が
美
し
く
咲
い
て
風
情
を 

添
え
て
い
る
。

n
 

動 

物 

相

小
廻
の
湊
川
に
は
ア
ュ
、
ウ
ナ
ギ
が
お
り
、
そ
の
他
の
川
に
も
ウ
ナ 

ギ
が
多
い
。
福
山
の
沖
に
は
カ
タ
ク
チ
が
多
く
、
ま
た
沿
岸
に
は
ボ
ラ. 

メ
バ
ル
、

ム
ロ
ア
ジ
、

マ
ア
ジ
、
ソ
ウ
ダ
、
キ
ス
、

マ
ダ
イ
な
ど
が
い 

る
。
海
中
に
膝
ま
で
浸
り
な
が
ら
手
製
の
槍
で
タ
コ
を
突
く
姿
は
よ
く
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見
ら
れ
、
 

イ
ル
カ
の
大
群
が
列
を
な
し
て
大
挙
襲
来
す
る
こ
と
も•
し
ば 

し
ば
あ
る
。
ま
た
夜
光
虫
が
夜
の
海
に
波
頭
を
青
白
く
染
め
て
、
美
し 

く
輝
く
こ
と
も
あ
る
。

ス
ズ
メ
、
カ
ラ
ス
、
 

カ
ワ
セ
ミ
、
 

セ
キ
レ
イ
の 

ほ
か
に
、
 

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
モ
ズ
、
 

ヒ
ヨ
ド
リ
、
 

ツ
グ
ミ
が
来
て
、
 

鋭
い
啼
き
声
を
あ
げ
る
。

カ
モ
メ
は
滅
多
に
姿
を
見
せ
な
い
。
冬
に
な 

る
と
海
上
に
は
無
数
の
カ
モ
が
飛
来
す
る̂
 

メ
ジ
ロ
、
ウ
グ
イ
ス
は
人 

家
の
庭
ま
で
も
お
り
て
来
て
、
 

可
憐
な
啼
き
声
を
立
て
る
。
五
月
頃
に 

な
る
と
、

ツ
バ
メ
が
南
か
ら
訪
れ
て
軽
快
に
飛
び
交
い
、
人
家
の
軒
端 

な
ど
に
巣
を
営
ん
で
雛
を
育
て
る
。
傾
斜
地
帯
か
ら
台
地
方
面
に
か
け 

て
は
キ
ジ
バ
ト
、
キ
ジ
、
ウ
ズ
ラ
、
イ
タ
チ
、
ノ
ウ
サ
ギ
、

ム
サ
サ
ビ 

マ
ム
シ
、
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
、
ヤ
マ
カ
ガ
シ
、
カ
ラ
ス 

ヘ
ビ
な
ど
が
棲 

息
し
て
い
る
。

ま
た
サ
ッ
マ
イ
モ
の
収
穫
の
時
季
が
近
づ
く
と
、
イ
ノ 

シ
シ
が
現
わ
れ
て
荒
し
ま
わ
る
。
う
ら
ら
か
な
春
の
日
に
台
地
方
面
の 

空
に
は
ヒ
バ
リ
が
嘲
り
、
 

春
の
眺
め
に
一
段
の
風
情
を
添
え
る
。
昆
虫 

類
も
そ
の
種
類
は
非
常
に
多
い
。

た
と
え
ば
福
山
で
見
ら
れ
る
蝶
類
に 

は
キ
ア
ゲ
ハ
、
ク
ロ
ア
ゲ
ハ
、
ア
オ
ス
ヂ
ア
ゲ
ハ
、
ナ
ガ
サ
キ
ア
ゲ
ハ
ー 

カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
、

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
、
モ
ン
キ
チ
ョ
ウ
、
キ
チ
ヨ
ウ
、
ベ 

ニ
シ
ジ
ミ
、
 

ム
ラ
サ
キ
シ
ジ
ミ
、
ウ
ラ
ナ
ミ
シ
ジ
ミ
、

ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
な 

ど
が
あ
る
が
、
当
地
方
で
は
こ
れ
を
区
別
し
な
い
で
、
単
に
ッ
ッ
と
呼
ん 

で
い
る
。
次
に
比
較
的
我
々
に
親
し
み
の
深
い
昆
虫
類
を
列
挙
す
る
こ 

と
に
し
よ
う
。

(

標
準
和
名) 

(

方

言
) 

カ
マ
キ
リ 

オ
ン
ガ
メ 

ミ
チ
オ
シ
エ 

ミ
チ
ア
ン
ネ 

ミ
イ
デ
ラ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ 

へ
ヒ
イ
ム
シ 

ミ
ツ
バ
チ 

ミ
ツ
バ
ツ 

ク
マ
バ
チ 

ク
マ
バ
ツ 

キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ 

ア
カ
バ
ッ 

ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ 

ゴ
マ
バ
ツ 

ス
ズ
メ
バ
チ 

オ
オ
グ
マ 

ナ
ナ
ホ
シ
テ
ン
ト
ウ
ム
シ 

テ
ン
ト
ム
シ 

テ
ン
ト
ウ
ム
シ
ダ
マ
シ 

ジ
ャ
ガ
タ
ラ
ム
シ 

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
イ 

ヌ
カ
ベ 

イ
エ
バ
イ 

へ 

キ
ン
バ
イ 

キ
ン
ベ 

シ
ラ
ミ 

シ
タ
メ 

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ト
ン
ボ 

ア
カ
ン
ボ
イ 

オ
ニ
ヤ
ン
マ 

カ
ッ
ナ
ン
ボ
イ 

ウ
ス
バ
キ
ト
ン
ボ 

ソ
ロ
サ
ン
ボ
イ 

ア
キ
ア
カ
ネ 

ヤ
マ
ン
ボ
イ 

シ
ホ
カ
ラ
ト
ン
ボ 

コ
メ
ン
ボ
イ 

ム
ギ
ワ
ラ
ト
ン
ボ 

ア
ワ
ン
ボ
イ

(

標
準
和
名) 

(

鳴
き
声) 

ア
ブ
ラ
セ
ミ 

ジ
イ
ジ
イ 

ヒ
グ
ラ
シ 

カ
ナ
カ
ナ
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(

標
準
和
名) 

(

鳴
き
声) 

ハ
ル
ゼ
ミ 

ジ
ワ
ジ
ワ
ジ
ワ 

ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ 

ニ
ィ
ニ
ィ 

ッ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ 

ッ
ク
ツ
ク
ボ
ー
シ 

ミ
ン
ミ
ン 

ミ
——

ン
ミ
丨
ン 

エ
ン
マ
コ
ホ
ロ
ギ 

コ
ロ
コ
ロ
リ
ン
リ
ン 

ミ
ツ
カ
ド
コ
ホ
ロ
ギ 

リ
リ
丨
リ
リ
丨 

カ
ネ
タ
タ
キ 

チ
ン
チ
ン 

マ
ツ
ム
シ 

チ
ン
チ
ロ
リ
ン 

ス
ズ
ム
シ 

リ
丨
ン
リ
—

ン 

ウ
マ
オ
イ
ム
シ 

ス
イ
ッ
チ
ョ
ン 

ク
ツ
ワ
ム
シ 

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ 

セ
ス
ヂ
ッ
ュ
ム
シ 

キ
チ
キ
チ
キ
ー
チ
ギ
ー
チ 

キ
リ
ギ
リ
ス 

チ
ョ
ン
ギ
ー
ス 

次
に
果
樹
及
び
蔬
菜
の
害
虫
に
つ
い
て 

(

標
準
和
名)

• 

(

被
害
作
物) 

ツ
マ
グ
ロ
ョ
コ
バ
イ 

稲 

二
カ
メ
イ
ガ 

〃 

サ
ン
カ
メ
イ
ガ 

〃 

ク
ロ
カ
メ
ム
シ 

〃 

テ
ン
ト
ウ
ム
シ
ダ
マ
シ 

野
菜 

ヨ
ト
ウ
ム
シ 

〃 

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ 

〃 

ウ
リ
バ
イ 

〃

(

標
準
和
名) 

(

被
害
作
物) 

ア
リ
マ
キ 

野
菜 

キ
ス
ヂ
ノ
ミ
ム
シ 

〃 

サ
ル
ワ
ム
シ 

〃 

ア
オ
ク
サ
ガ
メ 

〃 

ハ
イ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ 

〃 

ア
リ
マ
キ 

柑
橘 

ャ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ 

〃 

ア
カ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ 

〃 

ナ
ガ
カ
キ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ 

〃 

カ
メ
ノ
コ
ウ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ 

〃 

イ
セ
リ
ャ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ 

〃• 

ル
ビ
イ
ラ
フ
ム
シ 

〃 

ミ
カ
ン
バ
イ 

〃 

ッ
ノ
ラ
フ
ム
シ 

〃 

ハ
マ
キ
ム
シ 

〃 

ア
ケ
ビ
コ
ノ
ハ 

〃 

ア
カ
ダ
ニ 

〃 

サ
ビ
ダ
ニ 

〃 

ミ
カ
ン
ノ
ハ
ム
グ
リ
ム
シ 

〃

な
お
湊
川
を
中
心
と
し
て
、
比
較
的
広
い
地
域
に
わ
た
っ
て
、

ハ
マ 

ダ
ラ
カ
が
棲
息
し
て
い
る
が
、
 

昭
和
二
十
一
、
二
年
頃
に
は
、
 

そ
の
媒 

介
に
よ
っ
て
、
 

一
時
マ
ラ
リ
ア
が
流
行
し
た
こ
と
が
あ
る
。
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